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諮問庁：厚生労働大臣 

諮問日：令和４年１月２６日（令和４年（行情）諮問第１１５号） 

答申日：令和５年２月１３日（令和４年度（行情）答申第５１９号） 

事件名：ゲーム依存症等に関する特定国会議員とのやり取りが分かる文書の不

開示決定（存否応答拒否）に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙に掲げる文書（以下「本件対象文書」という。）につき，その存否

を明らかにしないで開示請求を拒否した決定は，取り消すべきである。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

  本件審査請求の趣旨は，行政機関の保有する情報の公開に関する法律

（以下「法」という。）３条の規定に基づく開示請求に対し，令和３年３

月２２日付け厚生労働省発障０３２２第９号により厚生労働大臣（以下

「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行った不開示決定（以下「原処分」

という。）について，取消しを求めるというものである。 

２ 審査請求の理由 

審査請求人の主張する審査請求の理由は，審査請求書によると，おおむ

ね以下のとおりである。 

本件開示請求に対する，行政文書の有無を明らかにしないことによる不

開示決定は，以下に記載した理由から不当であると考える。そのため，本

件開示請求に対する不開示決定を取り消し，行政文書を開示するか，ある

いは行政文書が存在しないことを明らかにしたうえで不開示決定をするこ

とを求める。 

審査請求人は，開示請求書において，「特定国会議員に対して，厚生労

働省が行ったレクチャー，資料提出等のやり取りがわかる一切の文書。期

間は保有する全期間」の開示を求めていた。これに対し，厚生労働省は

「行政文書の存否を答えることは，厚生労働省が特定国会議員に対して，

ゲーム依存問題に関する説明を行ったという事実の有無（以下，第２の２

において「本件存否情報」という。）を明らかにすることと同様の結果を

生じさせることとなるので，本件存否情報は，法５条１号の特定個人を識

別できる情報に該当し，また，厚生労働省が行う事務に関する情報であっ

て，公にすることにより，厚生労働省の事務に関し国会議員との忌たんの

ない意見交換等を困難とし，当該事務の適切な遂行に支障を及ぼすおそれ

があり，法５条６号柱書きに該当するため，法８条の規定により，本件開
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示請求を拒否した」と回答した。しかし，この説明は以下の理由から不当

であると考える。 

（１）特定国会議員は，自身の特定動画サイトにおいて厚生労働省とのレク

を行ったことを公言している。厚生労働省との間でやり取りがあったこ

とは氏自身によって明らかにされているから，本件存否情報は「国会議

員との忌たんのない意見交換等を困難と」するものではない。 

参考動画：「「特定回」特集①ゲーム依存症問題の闇 特集②（略）

（特定国会議員の氏名（以下略））」ＵＲＬ：（略） 

（２）同様の開示請求に対する別省庁の対応について 

国会議員及び政府関係者について，省庁とのやり取りがわかる行政文

書の開示請求が厚生労働省以外の省庁に対しても行われているが，これ

らの請求では行政文書の有無が明確に回答されている。このことから，

法５条６号柱書きを根拠に省庁とのやり取りのわかる資料の存否情報の

回答を拒否するのは，厚生労働省独自の見解にすぎないと考える。（略） 

（３）特定個人を識別できる情報について 

厚生労働省は本件開示請求が求める資料が「特定個人を識別できる情

報」であるとしている。しかし，資料が特定国会議員に関係するもので

あることは上記（１）の理由により明白である。また，本開示請求はそ

の他の職員の氏名など，「特定個人を識別できる情報」は除くことを求

めている。そのため，「特定個人を識別できる情報」が含まれることを

理由にした不開示決定は不当である。 

なお，特定国会議員は再三に渡って，ゲーム依存症問題における厚生労

働省の対応の不適切さを訴えているところであるが，本開示請求によって

公開が求められる資料はそうした言説の妥当性を検討するうえで重要なも

のであることを付言する。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 本件審査請求の経緯 

（１）審査請求人は，開示請求者として，令和３年１月１３日付けで，処分

庁に対して，法３条の規定に基づき，本件対象文書の開示請求を行った。 

（２）これに対して，処分庁が原処分を行ったところ，審査請求人がこれを

不服とし，令和３年４月２日付け（同月５日受付）で本件審査請求を提

起したものである。 

２ 諮問庁としての考え方 

本件審査請求について，原処分は妥当であるから，棄却すべきである。 

３ 理由 

（１）不開示情報該当性について 

ア 法８条は，「開示請求に対し，当該開示請求に係る行政文書が存在

しているか否かを答えるだけで，不開示情報を開示することとなると
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きは，行政機関の長は，当該行政文書の存否を明らかにしないで，当

該開示請求を拒否することができる。」としている。 

イ 本件開示請求にかかる行政文書が存在しているか否かを答えること

は，厚生労働省が特定議員に対し，ゲーム依存症及び嗜癖障害に関す

る説明等を行ったという事実の有無（以下「本件存否情報」という。）

を明らかにすることと同様の結果を生じさせることとなる。 

ウ 本件開示請求は，特定議員の氏名を特定して行われているから，本

件存否情報が，個人に関する情報であって，特定の個人を識別するこ

とができるものであることは明らかであり，法５条１号の不開示情報

に該当する。 

また，一般に，国会議員が，議員活動の一環として，国の行政機関

に対し，資料の提供等を求め，又は当該行政機関と意見交換等を行う

ことは予定されているものと考えられるが，法令の規定により又は慣

行により，これを公にすることが予定されていると解することはでき

ないから，同号イに該当せず，同号ロ又はハに該当する事情も認めら

れない。 

加えて，当該意見交換等に係る情報を公にすることは，今後，厚生

労働省における各種の政策立案に関し，国会議員との忌たんのない意

見交換等を困難とし，厚生労働省の行う事務の適正な遂行に支障を及

ぼすおそれがあることから，本件存否情報は，法５条６号柱書きの不

開示情報に該当する。 

エ したがって，本件開示請求については，法８条の規定により，当該

開示請求を拒否したことは妥当である。 

（２）審査請求人の主張について 

ア 審査請求人は，審査請求書において，「特定議員は，自身の特定動

画サイトにおいて厚生労働省とのレクを行ったことを公言している」

等と述べるが，特定議員が本件存否情報に関連する動画を自らインタ

ーネット上で公開していることをもって，本件存否情報が法令の規定

により又は慣行により公にされている情報とは認められないため，審

査請求人の主張は，上記（１）の判断を左右しない。 

イ なお，審査請求人は，他の行政機関における開示決定等に言及して

いるが，開示決定等については，開示請求を受けた行政機関の長が行

うものであり，他の行政機関の判断が原処分の当否に影響するもので

はなく，また，特定個人を識別できる情報は除くことを求めていると

の主張についても，本件存否情報が不開示情報に該当する以上，部分

開示を行う余地はないから，その主張等は失当である。 

４ 結論 

以上のとおり，法８条の規定に基づき，本件開示請求を拒否することと
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して，法９条２項の規定に基づき不開示決定を行った原処分は妥当である。 

第４ 調査審議の経過 

   当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

① 令和４年１月２６日  諮問の受理 

② 同日         諮問庁から理由説明書を収受 

③ 同年１２月２２日   審議 

④ 令和５年２月８日   審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件開示請求について 

  本件開示請求に対し，処分庁は，本件対象文書の存否を答えることは，

法５条１号及び６号柱書きの不開示情報を明らかにすることと同様の結果

を生じさせることになるとして，法８条の規定に基づき，その存否を明ら

かにせずに開示請求を拒否する原処分を行った。 

  これに対し，審査請求人は原処分の取消しを求めているが，諮問庁は，

原処分を妥当であるとしていることから，以下，本件対象文書の存否応答

拒否の適否について検討する。 

２ 本件対象文書の存否応答拒否の適否について 

（１）本件開示請求は，開示請求書の記載によると，特定国会議員の氏名を

名指しした上で，ゲーム依存症及び嗜癖障害に関し，当該国会議員に対

して，厚生労働省が行ったレクチャー，資料等のやり取りが分かる一切

の文書の開示を求めるものである。 

（２）本件存否情報の法５条１号該当性について 

ア 国会議員の個人名（氏名）は，法５条１号本文前段に規定する個人

に関する情報であって，特定の個人を識別することができるものに該

当する。 

イ 次に，法５条１号ただし書該当性について検討する。 

（ア）審査請求人は，審査請求書（上記第２の２（１））において，特

定国会議員は，自身の特定ウェブサイトチャンネルにおいて厚生労

働省とのレクを行ったことを公言しているとし，関係する特定ウェ

ブサイトの動画ＵＲＬ等を掲げている。 

（イ）当審査会事務局職員をして上記動画を確認させたところによると，

当該動画は，本件開示請求時点で既に公開されているものであり，

当該動画の中で特定国会議員は，自身が厚生労働省の職員からゲー

ム依存症に関して説明を受けた際の状況について，一定の時間発言

していることが確認された。 

（ウ）本件開示請求時点で，特定国会議員自らが，特定ウェブサイトチ

ャンネルにおいて上記（イ）に掲げる発言をしていたことを踏まえ

ると，本件存否情報は，既に明らかになっていたものであり，慣行
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として公にされ，又は公にすることが予定されている情報であると

認められ，法５条１号ただし書イに該当するものと認められる。 

ウ したがって，本件対象文書の存否を答えるだけで，法５条１号の不

開示情報を開示することとなるとは認められない。 

（３）本件存否情報の法５条６号柱書き該当性について 

ア 諮問庁は，本件存否情報の法５条６号柱書き該当性について，理由

説明書（上記第３の３（１）ウの第３段落）において，当該意見交換

等に係る情報を公にすることは，今後，厚生労働省における各種の政

策立案に関し，国会議員との忌たんのない意見交換等を困難とし，厚

生労働省の行う事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあると説明

する。 

   イ 本件対象文書は，別紙に掲げるとおり，「ゲーム依存症ならびに嗜

癖障害に関し，特定国会議員に対して，厚生労働省が行ったレクチャ

ー，資料提供等のやり取りがわかる一切の文書」であり，本件対象文

書の存否を答えることは，こうした文書の有無を明らかにするにすぎ

ず，また，上記（２）イ（イ）のとおり，特定国会議員自身が厚生労

働省から説明を受けた旨発言していることを踏まえると，今後，厚生

労働省における各種の政策立案に関し，国会議員との忌たんのない意

見交換等を困難とする情報まで明らかにするとはいえず，その結果，

厚生労働省の行う事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるとは

認められない。 

ウ したがって，本件対象文書の存否を答えるだけで，法５条６号柱書

きの不開示情報を開示することとなるとは認められない。 

３ 本件不開示決定の妥当性について 

  以上のことから，本件対象文書につき，その存否を答えるだけで開示す

ることとなる情報は法５条１号及び６号柱書きに該当するとして，その存

否を明らかにしないで開示請求を拒否した決定については，当該情報は同

条１号及び６号柱書きのいずれにも該当せず，本件対象文書の存否を明ら

かにして改めて開示決定等をすべきであることから，取り消すべきである

と判断した。 

（第３部会） 

  委員 長屋 聡，委員 久末弥生，委員 葭葉裕子  
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別紙 本件対象文書 

 

ゲーム依存症ならびに嗜癖障害に関し，特定国会議員に対して，厚生労働

省が行ったレクチャー，資料提供等のやり取りがわかる一切の文書。期間は

保有する全期間。行政機関の保有する情報の公開に関する法律の特定個人を

識別できる情報に該当する部分は除く。なお，他の省庁では同様の資料の存

在の有無を開示していることから，本件資料の存否を明らかにしないことに

よる不開示決定は極めて不当なものであり，不服審査請求を免れないことを

付記する。 


